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シーメンスのMRIの研修報告
Report　on　the　Seimens　MRI
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東京医科大学霞ヶ浦病院放射線部
期間：2000年2月14日～2月18日
　今回，2月14日から18日の5日間アメリカでシ
ーメンスの新しいMRI装置の研修に行かさせてい
ただきました．今回の研修では，MRIの原理から
新しい技術そしてシーメンスのMRI装置の取り扱
いなどを行いました．なかでも新しい技術のDiffU－
sion・Rerfusion・Functional　MRIなどは興味深く
研修させていただきました．
　DiffUsionは，　EPIの使用によりモーションアー
チファクトを除去した拡散強調画像を得ることがで
き，超急性期脳梗塞を高信号領域として認識するこ
とができます．複数のbファクター（拡散強調の
度合いを示すパラメーター）についての画像を短時
間で得ることができるので拡散係数画像を作成する
ことができます．この拡散係数画像にはT2強調の
要素が含まれないので拡散情報のみを評価すること
が可能です．
　拡散というのは，一・般的に散らばってゆくという
意味です．水の分子が拡散によって動き回ると少し
磁場が変化しその回転速度にずれが起こり，さらに
不均一な磁場の中を水分子が速く動きまわると位相
が大きくずれ，MR信号は消失してしまいます．拡
散強調画像は，スピンエコーの180。パルスの前後
にMPG（Motion　Probing　Gradient）と呼ばれる傾
斜磁場パルスを印加し，磁場の不均一を強制的に作
り出し信号消失を測定します．この傾斜磁場が強け
れば強いほど小さな動きでも大きな位相のずれを生
じさせることができ拡散をより強調できます．
　次にPerfusionについてですが，今までのMR
Angiographyでは，血管の走行を視覚化することは
できるが，全体の組織の血流量を視覚化することは
できませんでした．しかし，Perfusionは組織信号
における変化（灌流として知られている過程）を血
流量として観察することができます．
　MR　Perfusionの方法として2つの方法がありま
す．一つは外因性または内因性のトレーサーを用い
て灌流を測定する方法，もう一つはGd造影剤を急
速投与して灌流を測定する方法です．現在のところ
造影剤を用いる方法が最も臨床的に簡便で実用的で
す．
　その中にも二つの方法があり，一一つは造影剤をボ
ーラス注入してT1強調画像のダイナミックスタデ
ィを得る方法です．この方法では激流欠損部は，欠
損像として観察できます．もう一つはEPIを用い
て，造影剤の急速静注によるボーラスが血管を通過
する際にその周囲の組織の信号が，高濃度造影剤の
T2＊短縮効果によって低下する現象を観察するダ
イナミックスタディです．これは脳血液関門をもつ
大脳に使用されます．EPIを使用することによって
約1～2秒の時間分解能で全脳の画像スライスを得
ることができ，脳の灌流状態が低下した領域を空間
的に把握することができます．RIを使った方法に
比べ高分解能を有するため解剖との対応も優れてい
ます．
　Functional　MRIは，　EPIの頭部への最適化により，
1mm／pixel以下の高分解能で撮影すること可能と
なり，これにより刺激を与える一連の過程で撮影し
た画像それ自体を解剖画像として使用することがで
きるので，賦活部位を示す画像と解剖画像との位置
補正が必要でなくなりました．空間分解能が高いの
で，優位に信号変化を示した部分について解剖の知
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識から，これは脳表の静脈の信号である，これは皮
質の信号であるというように部位を特定することが
できます．
　MRIを使った脳機能検査は他のモダリティと比
べて，非侵襲的である・放射性同位元素や造影剤を
使用しないので繰り返し検査が可能である・高い空
間分解能と時間分解能をもつなどの利点がありま
す．
　Functional　MRIでは，脳神経活動を直接観察する
ことはできません．局所脳血流の変化に伴う酸素濃
度の局所的な変化を観察します．つまり，脳神経活
動が活発になると局所脳血流量が増加し，ある脳組
織が賦活されている時には，供給される酸素量に比
べ組織の消費量はほとんど増加しないためその組織
の静脈中の血液は酸素が豊富な状態になります．こ
の信号変化を反映するものは，血液中のプロトンに
なります．
　この他にもMRIの基本原理から研修させていた
だきました．今後この研修で得たものをこれからの
検査に役立てていきたいと思います．
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